
 

   
 

チバソム ホアヒン 

「フレンズ・オブ・チバソム 2026」を始動 

ウェルビーイングとサステナビリティを発信する仲間たちが集結 

 

2026 年 7 月 

世界的に評価されるウェルネス・デスティネーション、チバソム ホアヒンは、「フレンズ・オブ・チバソム 

2026」を正式に始動しました。本取り組みは、一人ひとりのウェルビーイングと地球環境の持続可能性は密

接につながっているというチバソムの理念を体現するものです。チバソムの価値観に共鳴する多彩な分野の

アンバサダーが集い、それぞれの発信力を生かしながら、ウェルビーイングとサステナビリティへの理解を

広げ、人と地球のより良い未来につながる行動を促していきます。 

 

2026 年の活動は、6 月 7 日にホアヒン近郊のバーン・パ・ラウ・ノイ村で実施した地域支援活動からスター

トしました。カレン族が暮らすこの山間部の集落は、医療へのアクセスが限られた地域です。チバソムでは

長年にわたり、地域社会への貢献活動の一環として毎年医療支援を実施しており、今年は Global Wellness 

Day の創設者であり、「フレンズ・オブ・チバソム」のメンバーでもあるベルギン・アクソイ氏がチバソム

のチームに加わり、村の人々へ医療サービスとホリスティックなサポートを届けました。   

 

今年の Global Wellness Day のテーマ「#JoyMagenta」に着想を得た本活動では、医療支援に加え、地域の

子どもたちが笑顔や創造性、人とのつながりを育むレクリエーションも実施しました。また、Global 

Wellness Day の 15 周年を記念し、参加者と村の人々が一緒に一枚のアート作品を制作。どんなに小さな行

動であっても、積み重ねることで大きな変化につながることを象徴する取り組みとなりました。 

 

 

7 月 24 日の「国際マングローブ生態系保全の日」には、この活動はさらに広がります。この環境保全活動に

は、「フレンズ・オブ・チバソム」のメンバーであるナタポーン・ポーンプラパ氏も参加。地元の学生やチ

バソムの宿泊ゲスト、スタッフとともに、クライラー・ニウェー・マングローブ保全・生態系プロジェクト

においてマングローブの植樹を行います。   

 



 

   
 

  

   
チバソム ホアヒンで開催された Global Wellness Day 2026 の活動に参加したベルギン・アクソイ氏 

 

ホアヒンに残る最後のマングローブ林であるクライラー・ニウェーは、2013 年よりチバソムが継続的に保

全・管理を続けてきた貴重な自然環境です。今回の活動では 500 本のマングローブを植樹する予定で、生物

多様性の保全に貢献するとともに、実際に自然保護活動へ参加することを通じて環境意識の向上を目指しま

す。 

     

 
クライラー・ニウェー・マングローブ保全・生態系プロジェクトで植樹活動に参加するナタポーン・ポーンプラパ氏 

 

これらの取り組みは、個人の健康、地域社会の発展、そして健全な自然環境は互いに深く結び付いていると

いう、チバソムが掲げるホリスティック・ウェルビーイングの理念を体現するものです。医療支援を必要とす

る地域へのサポートから沿岸部の生態系保全まで、「フレンズ・オブ・チバソム」は、意義ある行動がリゾー

トの枠を超え、より広い社会へ前向きな変化をもたらすことを示しています。 

 

チバソム ホアヒン総支配人のワイパンヤー・コンクワンユーンは、次のように述べています。 

「チバソムでは、ウェルビーイングは個人だけにとどまるものではないと考えています。それは、私たちを

取り巻く人々や地域社会、そして私たちの暮らしを支える自然環境へと広がるものです。『フレンズ・オ

ブ・チバソム』は、私たちと価値観を共有する方々とともに、サステナビリティについての対話をさらに広



 

   
 

げていくために立ち上げました。こうした取り組みを通じて、どんなに小さな行動でも、積み重ねることで

持続的で意義ある変化につながることを、一人でも多くの方に感じていただければと思います。」 

 

30 年以上にわたり、チバソムは環境への責任、地域社会とのつながり、そしてホリスティック・ウェルネス

をあらゆる活動の根幹に据えてきました。人々や地域社会、そして自然環境とその価値を分かち合うことで

こそ、ウェルビーイングは真の意味を持つという理念のもと、これからも持続可能な未来の実現に向けた取

り組みを続けてまいります。 

 

 

ABOUT PRESERVE HUA HIN: 

プリザーブ・ホアヒン・グループ（Preserve Hua Hin Group：PHHG）は、2004 年 6 月 10 日に設立された地域社会の発展を目的とす

る団体です。チバソム・インターナショナル・ヘルスリゾートの創設者であり、PHHG 名誉会長を務めたブンチュー・ロジャナスティン

氏の呼びかけのもと、官民のさまざまな組織が連携し、環境保全への意識向上や自然保護活動を推進するとともに、地域コミュニティに

おける交流の促進に取り組んでいます。 

現在はクリップ・ロジャナスティン氏が会長を務めており、2010 年 10 月 13 日より、マハ・チャクリ・シリントーン王女殿下よりご支

援を賜っています。   

 

ABOUT CHIVA-SOM, HUA HIN 

1995 年の創業以来、ウェルネスのパイオニアとして世界に名を馳せるチバソムは、革新的な取り組みで世界的に高く評価されています。

チバソムが誇るマインド、ボディ、スピリットの調和をもたらすイノベーティブでホリスティックなアプローチは、タイ王国ホアヒンに

位置するフラッグシップリゾートのほか、チバソムファミリーの最新プロパティ、カタールのアルルワイスにオープンした「ズラル・ウ

ェルネスリゾート by チバソム」でもお楽しみいただけます。 

ゲスト一人ひとりに合わせた最適なウェルネス体験は、チバソムの神髄です。チバソムは、地域固有の伝統とエビデンスに基づくウェル

ネス療法のユニークなシナジーを活用し、ライフスタイルの変革のためにパーソナライズされたウェルネスの旅をゲストと共に進みます。

チバソムならではの心からのおもてなしでゲストのモチベーションを上げ、高い専門性とホスピタリティを備えたスタッフがサポートし

ます。新しいズラル・ウェルネスリゾートでは、ファミリー向けのプログラムも提供しています。 

チバソムのウェルネスに対する真摯な取り組みは、同ブランドが行う全ての活動の核心であり、教育機会の提供や地球規模の持続可能性

に関するイニシアティブへの参画など、より広範囲なコミュニティにまで拡大しています。 

 

チバソム、ホアヒン詳細は www.chivasom.com をご覧ください。 

ご予約・お問い合わせ： 

チバソム・コンシューマーサービス ０３-３４０３-５３５５ / c_service@kentosnetwork.co.jp 
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